
溝上慎一の教育論（動画チャンネル） No354

溝上 慎一 Shinichi Mizokami, Ph.D.

https://smizok.com/    
E-mail  mizokami@toin.ac.jp

【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准
教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください
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桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問
東京大学大学院教育学研究科 客員教授

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の研究委託を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

主体的に学習に取り組む態度は「学びに向かう力・人間性」
としてますますその重要性が示される？

－30年の主体性施策を無駄にするな－

（企画特別部会第12回 論点整理（素案）より）











文科省の主体性施策30年

・平成元年学習指導要領改訂（1989年）

・平成29-30年学習指導要領改訂

新しい学力観、関心・意欲・態度

・学校教育法改正（2007年）

資質・能力の三つの柱、学びに向かう力・人間性等
＞主体的に学習に取り組む態度

第30条2項
(1) 基礎的な知識・技能
(2) 思考力・判断力・表現力等
(3) 主体的に学習に取り組む態度
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主体的な学習とは

行為者
主体（subject）

対象
客体（object）働きかけ

主体的

「行為者（主体）が対象（客体）にすすんで
働きかけるさま」（『⽇本国語⼤辞典（第2版）』）

＜主体的な学び＞（現行の学習指導要領）
学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア
形成の方向性と関連づけながら、見通しを持っ
て粘り強く取り組み、自己の学習活動をふり
返って次に繋げる学び。

[

文

献] ・ 溝上慎一 (2020). 社会に生きる個性―自己と他者・拡張的パーソナリティ・エージェンシー－ 東信堂



Benesse『VIEW  next online』REPORT（2025年9月4日）
田村学（文部科学省初等中等教育局 主任視学官）
「育成や評価の重要性が一層高まる「主体的に学習に取り組む態度」」




